
                           平成２６年３月１８日 

 

第２９回 

厚木伊勢原ケーブルネットワーク(株) 放送番組審議会 

                    ＜議事録＞ 

 

 

   １．日時  平成２６年３月３１日（月） 午前１１時 ～ 午後１時 

  ２．場所  厚木アクストメインタワー  ５階  Ａ会議室 

  ３．出席者 

    ［放送番組審議会委員］ 

        （敬称略 アイウエオ順） 

北村 正敏   ㈱スタジオ２４６ 代表取締役社長 

田村 洋子   NPO 法人日本わらべうた協会 理事長 

多村 幸雄    厚木商工会議所 相談役 

秦  和男   厚木なかちょう大通り商店街振興組合 理事 

霜島 宏美   厚木市役所政策部長（代理 広報課 藤川課長） 

 

    ［厚木伊勢原ケーブルネットワーク(株)］ 

        近藤 正記   取締役社長 

田辺 厚    放送部 部長 

柴田 隆    放送部 放送制作課 課長 

 

    欠席者 

        （敬称略 アイウエオ順） 

神崎 良一   宮ヶ瀬ダム水とエネルギー館 館長 

齊藤 健一   前㈱厚木テレコムパーク 常勤監査役 

 

   

４．議題 

（１）厚木伊勢原ケーブルネットワーク(株) 挨拶 

忌憚なき意見のお願い 

 

（２）会長挨拶 

 

（３）会長、副会長あいさつ 

        

   （４）放送番組に関する審議 

事務局より 

平成 25 年度下期の番組について説明。 

・ 年末に以前レギュラー番組であった「市内探検隊」の復活版や市民音楽祭「ベートー

ベン第九」など特別番組を放送。 

・ 事務所ビル屋上の交通カメラをＨＤ化。 

平成 26 年の番組編成について 



・ 神奈川県ケーブルテレビ局の共同制作番組「かながわ情熱アスリート」の放送開始 

「熱麺シネまる」は終了 

・ 文字放送によるニュース番組「1 分ニュース」を試験的に放送 

 

番組についての意見交換 

委員より 

・ 全国のケーブルテレビ局が制作した「ケーブルにっぽん」は見ごたえがある。 

・ 中学校の合唱コンクールなども取り上げて欲しい。 

・ 神奈中バスがおもしろい。あゆチャンネルのイメージ番組になっている。 

・ 県立高校の全国大会出場などのニュースをもっと紹介して欲しい。 

・ こちワクは大きなイベントのニュースが中心で、ちょっとした街の話題をもっと取り

上げて欲しい。取り上げるべきものがもっと別にあるはず。 

・ 市民の声をもっと放送してほしい。 

・ 番組がパターン化している。 

・ 広報番組の認識をもっとあげたい。 

・ ＴＶは即時性があるので、それを上手に使って市の広報に協力して欲しい。紙面では

どうしても情報が古くなってしまことがある。 

・ あゆチャンネルは、地上波の番組の狭間で見ている。リピートが多いのでいつでも見

られる。このときしか見られないとなったらもっと真剣に見る気がする。 

・ ケーブルテレビにその土地の文化、景色を記録として残して欲しい。 

 

 

かながわ情熱アスリート、1 分ニュースを視聴 

委員より 

アスリートについて 

・ 学校で見せるといいのではないか。子供に気持ちが伝わる。このコンテンツを見たい

と加入の動機にもなるのではないか。 

・ 教育番組的な要素も入っている。地域のためにもなる番組。こういった番組でＡＩＣ

の教育番組が作れないか。 

・ 番組宣伝をスポーツクラブや高校、中学にするといいのでは。 

1 分ニュースについて 

・ 新鮮な情報が放送されることは良いが、更新をできるだけ早くして常に新しい情報が

放送されるようにして欲しい。見てがっかりしたくない。 

        

などの意見がありました。 

 

   （５）厚木伊勢原ケーブルネットワークより謝辞 

    審議会の意見を今後の番組作りに生かします。 

 

以上 


